
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

      
 
 
 

2019年新年明けましておめでとうございます 
 

 新しい年が皆様にとりましてなお一層希望に満ちた輝かしい年になりますように心からお祈

り申し上げます。 

 阿伎留病院企業団 / 公立阿伎留医療センターは、社会の公器である公立病院として、「地域

医療構想」と「地域包括ケアシステム支援」の整合性を維持しつつ、本年も先を見据えて、病院

理念と基本方針に示すミッションとポジ

ショニングを堅持しながら「三方よしの

医療」を実践し、“地域から選ばれ、あ

てにされる病院”を第一の目標として頑

張ります。医療のパラダイムシフトが起

こる中で、これからの病院経営において

は良質で安全な医療を効率的に提供する

ことが最も重要な課題でありますので、

これを肝に銘じて職員一同邁進する所存

でありますので、本年も倍旧のご支援と

ご協力のほど宜しくお願い申し上げます。 

 

平成の時代から新しい未来へ 

時代の風を読み解き、改革へのチャレンジのエンジン駆動！ 

 

 2018年 4月には、団塊の世代がすべて 75歳以上に到達する 2025年に向けて医療・介護の提

供体制の改革のために、診療報酬と介護保険制度の同時改定が行われましたが、今年はその医療

公立阿伎留医療センターは、医の心を重んじ、患者の生命と健康と生活の質を考える良質の医

療を実践し、地域医療の最適化に努力します。 発行  地域医療連携センター 

電話  042-558-0321（代表） 

FAX  042-550-5190（直通） 

No.95 平成 31 年 1 月 1 日 

    新年のご挨拶 
 

                                                 

公立阿伎留医療センター 

                  企業長・院長 荒川 泰行 



提供体制の改革を一通り完成させる重要な「分水嶺」の年となります。「地域医療構想」と「地

域包括ケア支援システム」の実現に向けて、病院機能の再編や入院料の抑制など厳しい環境にさ

らされているなか、医療計画や介護保健事業計画などの様々な施策の見直しとともに、診療報酬

と介護報酬の同時改定後病院経営の舵取りが非常に難しくなってきています。  

 年々厳しくなる病院経営環境の背景に、①「診療報酬改定」による環境悪化、②医療技術の進

展による治療の「低侵襲化」、③高度技術の「コモンディティ－化（汎用化）」、④急性期の医

療需要の「ピークアウト」、⑤大病院ほどマイナスの影響が強い「消費税」、⑤人材確保の困難

性と人件費の高騰、などの要因が存在しますが、総力戦で地道に一つ一つ解決策を見えだして克

服して行きたいと考えています。 

 しかし、どのような激変にさらされようとも、新公立病院改革プランで求められている地域医

療構想の将来医療需要から見えてくる役割の明確化は、私どもの病院の新たな挑戦を促すことに

なりますので、これまでになかった可能性を生み出すチャンスとして捉えて地域における立ち位

置と役割・機能を検証することが必要であると考えております。昔からよく言われる格言の「戦

略なき戦いは敗れる！」ということを肝に銘じて、未来を見極めながら時の風を読み「医療の質

向上」と「病院経営の安定」というアウトカムを目指して課題解決と新たな挑戦をするために、

先手を打って前へ、前へと進むことが肝心であると思っています。 

 私どもは、平素地域に貢献できる病院であり続けるための 5つの取り組みとして、1．患者・

利用者中心の医療の推進、2．地域と密着した医療の実践、3．継続的質改善の取り組み、4．健

全経営の達成、5．人材の育成、を掲げています。さらに、ギアチェンジをしてより高みの

TQMの実践と成果の達成を目指して、職員の「働き方改革」を引き続き進めて業務

の効率性と生産性の向上を図るために、Change を恐れずに、Challenge のエンジ

ンに点火して、未来に向かって行動しなければならないと認識しております。 

 最後に、公立阿伎留医療センターは、秋川流域において唯一の急性期・ケアミックス型急性

期総合病院でありますが、当該医療圏の中核病院として医療と介護の顔の見える地域医療・介護

連携支援の推進になお一層努力して参りますので、地域の医師・歯科医師・薬剤師の三師会や介

護・福祉関係の皆様のご指導ご鞭撻を引き続きお願い申し上げます。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

激変する医療環境の変化の時代を迎えて 

～高齢社会の到来と医療・介護の新しいパラダイムシフト～ 

 

地域包括ケア時代を迎えて、「病院完結型」から「地域完結型」「在

宅医療」へと医療提供体制への転換が求められていますが、地域の医療・

介護連携の構築と多職種協働・教育推進が鍵であります。公立阿伎留医

療センターは、地域の医療需要に応えて、今年も地域の医療・介護を支

える公立病院として頑張る所存です。 

 



 

 

 

  

平成３０年１２月１８日（火）１９時３０分～ あきる野ルピア３階ホールにて、西多摩 

医師会学術講演会が開催されました。担当講師は当医療センター呼吸器外科部長の三浦弘之 

医師「胸部単純 X線読影法 ～見逃さないための check point～ part2」をテーマに 

実際にシャウカステン４台を会場に持ち込み、XP写真をご覧いただき、考えられる病変を用紙 

にご記入いただく参加型の講演会となりました。 

 医師会の先生方を始め、当医療センターの医師、放射線技師、看護師等約４０名にご参加い 

ただき、ありがとうございました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【三浦弘之医師 外来担当日 毎週月曜・木曜】 

 胸部 X線異常陰影を始め、肺癌疑いの患者さんのご紹介をお待ちしております。 

    ➡ 受診予約等のお問い合わせは地域医療連携センターへお願いいたします。 

                      ☎０４２（５５８）０３２１（代） 

 

西多摩医師会学術講演会について（ご報告） 

  

 

 



 

 

 

 平成３０年１１月１日（木）１８時３０分～当院講堂にて、地域の訪問看護ステーションの 

皆さんとの連携を深める会を開催いたしました。 

 地域包括ケアシステムを進める中、患者さんが地域で安心、安全に暮らすことができるために

も、当医療センターと訪問看護ステーションとの看護連携は大切と考えております。 

 訪問看護体験研修も毎年継続して実施しているなかで、貴重なご意見交換を行うことができ、 

今後の入退院支援に役立つ有意義な時間となりました。 

当日は、訪問看護ステーションの方々、当医療センター関係者計５７名にお集まりいただき、 

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公立阿伎留医療センターでは、専門知識を有する看護師や技師を中心に、地域に向けた健康出

前を開催しております。季節柄インフルエンザやノロウイルス等の感染症に対する基礎知識を高

めていただくことを目的に感染管理認定看護師による施設向けの健康講座を開催しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域医療連携センターニュースの内容などについて、御意見、御助言等がございましたら蓑島（副センター長・看護師）、

神田（事務担当）までお問合せください。 

電話 ０４２－（５５８）－０３２１（代表） FAX ０４２－（５５０）－５１９０ 

第２回公立病院と訪問看護ステーションの連携を深める会について（ご報告） 

  

健康出前講座について（ご報告） 

  

平成３０年１１月１９日（月）（特養）増戸ホーム 平成３０年１２月７日（金）（特養）五日市ホーム 


